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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第39期 第40期 第41期 第42期 第43期

決算年月 平成24年３月 平成25年３月 平成26年３月 平成27年３月 平成28年３月

売上高 （千円） 495,795 497,408 481,111 448,659 426,270

経常利益 （千円） 8,269 10,533 14,518 18,454 16,705

当期純利益 （千円） 4,166 6,970 8,391 10,559 10,780

持分法を適用した場合の投

資利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

発行済株式総数 （千株） 61 61 61 61 61

純資産額 （千円） △1,697,157 △1,690,187 △1,681,796 △1,671,236 △1,660,456

総資産額 （千円） 2,808,432 2,802,741 2,766,443 2,751,218 2,721,422

１株当たり純資産額 （円） △27,840.96 △27,726.60 △27,588.95 △27,415.74 △27,238.90

１株当たり配当金

（円）

－ － － － －

（うち１株当たり中間配当

額）
（－） （－） （－） （－） （－）

１株当たり当期純利益 （円） 68.34 114.34 137.65 173.21 176.84

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
（円） － － － － -

自己資本比率 （％） △60.4 △60.3 △60.8 △60.7 △61.0

自己資本利益率 （％） － － － － －

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） 50,226 47,225 28,404 41,589 21,152

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △7,953 △17,854 △7,193 △11,137 △8,870

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
（千円） △35,770 △35,770 △35,770 △35,770 △35,770

現金及び現金同等物の期末

残高
（千円） 106,169 99,770 85,211 79,893 56,405

従業員数
（人）

30 32 30 32 28

（外、平均臨時雇用者数） (12) (17) (18) (17) (18)

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成していないので連結会計年度に係る経営指標等の推移については記載していな

い。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．当社は関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益は記載していない。

４．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

５．株価収益率については、非上場のため記載していない。

６．自己資本利益率は、債務超過のため算出していない。
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２【沿革】

昭和48年５月 アキヨシ観光開発株式会社（資本金200万円）を大阪市東区伏見町３丁目28番地において設立。

昭和48年９月 株式会社滋賀ゴルフ倶楽部に商号変更。資本金800万円に増資するとともに、本社を大阪市都島

区中野町２丁目８番24号に移転した。

昭和51年５月 資本金3,000万円に増資。

昭和52年11月 「滋賀ゴルフクラブ」としてゴルフ場開場。

昭和53年３月 本社を大阪市北区天神橋４丁目３番19号に移転した。

昭和55年10月 本社を大阪市西区立売堀３丁目６番17号に移転した。

昭和56年１月 本社を大阪市港区石田１丁目１番14号に移転した。

昭和63年６月 本社を滋賀県甲賀郡水口町大字嶬峨字大谷1115番地１に移転した。

平成12年９月 民事再生手続を大津地方裁判所に申し立てた。

平成14年６月 「再生計画案」が認可確定した。

平成14年８月 従前の株式が全額無償消却されるとともに、会員債権者等に対しその預託金債権の一部を現物出

資の目的とする第三者割当増資60,959万円が行われた。

平成15年２月 資本金を57,959万円減少させ、3,000万円とした。

平成17年７月 民事再生手続が終結した。

 

３【事業の内容】

　当社は、滋賀県甲賀市水口町に18ホールのゴルフ場及び諸施設を所有し、会員制によりゴルフ場の経営を行ってい

る。また、これに付帯する売店及び食堂を経営している。

４【関係会社の状況】

　該当事項はない。

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成28年３月31日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人） 平均年齢（才） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

ゴルフ場の運営事業 28(18) 44.5 8.4 3,611,250

　（注）１．従業員は就業人員であり、臨時従業員数は年間の平均人員を外数で記載している。

２．臨時従業員には、アルバイトキャディ、パートタイマーの従業員を含んでいる。

３．平均年間給与は賞与及び基準外賃金を含んでいる。

(2）労働組合の状況

　提出会社の労働組合は結成されていない。

　なお、労使関係について特に記載すべき事項はない。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1）業績

　当事業年度におけるわが国経済は、円安、原油安等を背景とした大企業を中心とした業績の拡大による株価の上

昇等明るい兆しも見えるものの、国内消費は消費増税及び先行きの不透明感等により力強さは見られずまだまだ厳

しい状況となった。

　当社としては、ＫＧＵ、ＬＰＧＡ、ＪＪＧＡ等の協力を得て各種競技の開催を行い、知名度の向上を図るととも

に、オープンコンぺ等当社独自の催事に積極的に取り組みましたが、総来場者数は前年比94.8％の37,320人とな

り、平均客単価は同対比101.0％の10,364円となったため、営業収益は同対比95.0％の426,270千円となった。

　損益につきましては、全社一丸となって徹底した経費削減と合理的費消に努めた結果、販売費及び一般管理費は

同対比90.9％の360,365千円となり、営業利益は同対比217.3％の29,183千円、経常利益は同対比90.5％の16,705千

円、当期純利益は同対比102.1％の10,780千円となった。

(2）キャッシュ・フロー

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フローが前

事業年度に比べ20,438千円減少したこと、また、投資活動によるキャッシュ・フローが2,267千円増加したこと等

により、前事業年度に比べ23,488千円減少し、56,405千円となった。

　また、当事業年度中における各キャッシュ・フローは次のとおりである。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当事業年度において営業活動の結果得られた資金は21,152千円であり、前事業年度に比べ20,438千円の減少と

なった。

　これは、主として前事業年度に比して商品の仕入れによる支出が4,776千円減少し、人件費の支出が22,991千円

減少したものの、営業収入が29,452千円減少したこと等によるものである。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において投資活動の結果使用した資金は8,870千円であり、前事業年度に比べ2,267千円減少してい

る。

　これは、主として前事業年度に比して、有形固定資産の取得による支出が2,267千円減少したことによるもので

ある。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当事業年度において財務活動の結果使用した資金は35,770千円で前事業年度と同額である。これは、民事再生計

画に従う長期借入金の返済33,250千円、及び長期未払金の支払2,520千円が前事業年度と同額であることによるも

のである。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）入場者数

内訳
第42期

（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

第43期
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

メンバー（人） 7,827 7,477

ビジター（人） 31,491 29,843

合計（人） 39,318 37,320

 

(2）入場者収入

内訳
第42期

（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

第43期
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

メンバーフィ（千円） 9,330 9,482

ビジターフィ（千円） 62,619 64,014

キャデイフィ（千円） 95,010 84,846

食堂収入（千円） 85,145 77,723

売店収入（千円） 15,701 17,415

その他（千円） 180,854 172,790

合計（千円） 448,659 426,270

　（注）　上記金額には消費税等が含まれていない。

(3）年会費、名義変更料等

内訳
第42期

（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

第43期
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

年会費（千円） 38,349 36,386

名義変更料等（千円） 7,000 3,086

合計（千円） 45,349 39,472

　（注）１．上記金額は（2）の入場者収入の内訳のその他に含まれている。

２．上記金額には消費税等が含まれていない。

EDINET提出書類

株式会社滋賀ゴルフ倶楽部(E04725)

有価証券報告書

 5/44



３【対処すべき課題】

当面の対処すべき課題の内容

（１）営業収入の増加

　翌事業年度につきましても、景況感は回復基調にあるものの、国内消費は先行きの不透明感等引き続き予

断を許さない状況が続くものと思われる。ゴルフ業界においても少子高齢化等による一層のゴルフ人口の減

少が懸念されており、厳しい競争が続くものと思われる。当社としては他クラブとの差別化を図るべく人材

育成等によりサービスとコースの質の向上に努めることによって、一層顧客満足度を高め来場者増につなげ

るとともに、従業員が一丸となって日々の業務の改革・改善に努め、より効率的な経営体質を構築すること

により、収益向上を図っていかなければならない。

（２）資金収支の改善

　近隣ゴルフ場との価格を中心とした集客競争が一層激化するなどにより営業収入の伸び悩みが続いており

苦しい資金繰りを強いられている。また、永続的な企業存続のため資金面のより一層の充実を図らなければ

ならない。

４【事業等のリスク】

　当社は、当事業年度末において1,660,456千円の債務超過になっている。これにより当社は、継続企業の前提に関

する重要な疑義が存在している。また、当社は、親会社および関連会社が存在しない単独企業で、主要な株主も存在

しないため、企業の存続については、あくまでも自助努力のみを旨とするため今後ともキャッシュ・フローの更なる

改善に取り組んでいく必要がある。

５【経営上の重要な契約等】

ゴルフ場用地の賃貸借契約

　当社のゴルフ場用地のうち一部の使用に関しては、次の契約によっている。

契約内容 相手先 期間

地上権設定契約 ゴルフ場施設のため土地

50,160㎡

ゴルフ場用地の地権者14名 昭和52年11月より10年毎更新

 

６【研究開発活動】

　該当事項はない。

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において判断したものである。

（１）重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されている。

（２）当事業年度の経営成績の分析

　当社の経営成績は、オープンコンペ等当社独自の催事に積極的に取り組んだものの、来場者数は前年比94.8％の

37,320人となり、平均客単価は同対比101.0％の10,364円となったため、営業収益は同対比95.0％の426,720千円と

なった。損益については全社一丸となって徹底した経費削減と合理的費消に努めた結果、販売費及び一般管理費は

同対比90.9％の360,365千円となり、営業利益は同対比217.3％の29,183千円、経常利益は同対比90.5％の16,705千

円、当期純利益は同対比102.1％の10,780千円となった。

（３）戦略的現状と見通し

　当社は、営業面において近隣ゴルフ場との集客競争が一層激化することが予測されるため、一層顧客満足度を高

めるため、全従業員が一丸となって顧客目線にもとづく業務の継続的改善を行い、サービス及びコースの質の向上

に努め、来場者数につなげることによって営業収入の増大を計り、収益向上を図っていく。

（４）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の資金状況は、当事業年度キャッシュ・フローでは、前事業年度に比して23,488千円減少した。
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　（５）重要事象等を解消するための対応策

　　　　「４．事業等のリスク」に記載の継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に対処

す　　　 べく、当社では持続的成長の前提となる「黒字安定化」を継続していくため、集客増による営業収入の増加を

図

       るとともに、経費の削減により手元資金を確保していくことが必要であると認識しております。

　　　①営業面強化

　　　　オープンコンペの開催等積極的な営業施策を展開するとともに、サービス向上に努め顧客満足度を高めること

に　　　 よって集客増を図るとともに、収益の向上につなげてまいります。

　　　②経費の削減

　　　 より効率的な管理により人件費を中心とした経費の削減を図るとともに、従業員が一丸となって業務の改革・

改　　　善に努め、経費の削減と合理的費消を図ってまいります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度における設備投資総額は、2,430千円であり、目砂散布機の購入によるものである。

　なお、当社は単一セグメントのため全てゴルフ場の運営事業に係る投資である。
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２【主要な設備の状況】

　当社の設備は、すべて当社（滋賀県甲賀市）に係るものである。

　主要な設備は、以下のとおりである。

建物

平成28年３月31日現在
 

設備の名称 数（棟） 面積（㎡） 金額（千円）

クラブハウス 1 2,582.14 22,416

売店 2 83.01 11,812

管理事務所 1 352.00 6,318

 

構築物

設備の名称 数（式） 金額（千円）

散水用給水ポンプ 2 1,451

進入道路 1 14,337

 

工具器具備品

設備の名称 数（式） 金額（千円）

コース用品 0 0

ハウス用品 147 3,842

 

コース勘定

設備の名称 数（ホール） 金額（千円）

ゴルフコース（コース造成工事一式） 18 1,081,851

 

土地

設備の名称 面積（㎡） 金額（千円）

ゴルフ場用地 532,474  

山林 84,481 1,319,045

保育所敷地 2,738  

　（注）上記の他、主要な賃借として以下のものがある。

設備の内容 数量 期間 年間賃借料及びリース料

土地　（注） 50,160㎡ 昭和52年11月より 3,636,540円

　（注）ゴルフ場用地として土地地権者より賃借中の土地
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３【設備の新設、除却等の計画】

　当社の設備投資については、今後の景気予測、業界動向、投資効率を総合的に勘案して策定している。

(1）重要な設備の新設

　該当事項はない。

(2）重要な設備の改修

　該当事項はない。

(3）重要な設備の売却

　該当事項はない。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 180,000

計 180,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成28年3月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年6月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 60,959 60,959 非上場

当社は単元株制

度を採用してお

りません。

計 60,959 60,959 － －

　（注）　当社は株式を譲渡により取得するには、取締役会の承認を要する旨定款に定めている。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はない。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はない。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成15年２月７日 － 60,959 △579,590 30,000 － －

　（注）　資本金のみを減少

（６）【所有者別状況】

平成28年３月31日現在
 

区分

株式の状況
単元未満株
式の状況
（株）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人）    72   518 590 －

所有株式数

（単元）
   11,794   49,165 60,959  

所有株式数の

割合（％）
   19.3   80.7 100 －
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（７）【大株主の状況】

  平成28年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

谷野政毛織株式会社 大阪府泉北郡忠岡町忠岡北3-14-12 827 1.4

サンテック印刷株式会社 京都市西京区牛ヶ瀬南ノ口町26 695 1.1

株式会社南井産業 滋賀県守山市梅田町3-6 675 1.1

金山　俊寿 京都市右京区 576 0.9

和研薬株式会社 京都市右京区一乗寺西水干町17 510 0.8

芦田　和雄 大阪府高槻市 504 0.8

服部　富雄 京都市西京区 429 0.7

山本　正吉 大阪市平野区 429 0.7

藤田　忠 京都府長岡京市 369 0.6

近藤　哲二郎 京都府長岡京市 339 0.6

井上　祐三 兵庫県芦屋市 339 0.6

野口　一 堺市美原区 339 0.6

岡村　健 滋賀県甲賀市 339 0.6

計 － 6,370 10.5

 

（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 60,959 60,959 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 60,959 － －

総株主の議決権 － 60,959 －

 

②【自己株式等】

平成28年３月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ －     

計 －     
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（９）【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はない。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はない。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はない。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はない。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はない。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　該当事項はない。

３【配当政策】

　当社は、株主総会の決議により、毎年３月31日を基準日として剰余金の配当を行うことができる旨定款に定めてい

る。ただし、当社は債務超過会社であるため配当を行っていないが、民事再生手続終結に伴い一刻も早く経営を軌道

に乗せ、株主への利益還元を第一とすべく努力する方針である。

４【株価の推移】

　非上場のため該当事項がない。
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５【役員の状況】

男性 5名　女性　0名　（役員のうち女性の比率 0 ％）

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（株）

代表取締役

社長
－ 中島　壽博 昭和16年５月28日生

 
昭和35年４月 株式会社そごう入社

平成10年３月 当社副支配人

平成11年４月 当社支配人

平成12年６月 当社取締役就任

平成12年７月 当社代表取締役社長（現任）
 

(注)3 10

代表取締役

専務取締役
      － 平野　恵一 昭和24年10月17日生

 
昭和48年４月 株式会社そごう入社

平成13年１月 当社入社

平成18年６月 当社取締役就任

平成27年６月 当社代表取締役専務（現任）
 

(注)3 90

取締役 －
斎藤 甚太郎

 
昭和22年２月25日生

 
昭和44年４月 大日本印刷株式会社入社

平成57年８月 司法書士・土地家屋調査士事務所

 開業

平成24年６月 当社取締役就任(現任)
 

(注)3 135

取締役 － 小林 務 昭和34年４月８日生

昭和59年４月 電源開発株式会社入社

平成８年４月 京都弁護士会入会（現任）

平成14年６月 当社監査役就任

平成25年６月 当社取締役就任

(注)4 60

監査役 － 中瀬　八郎 昭和14年５月18日生

 
昭和36年10月 水口町役場就職

平成７年８月 水口町収入役就任

平成17年６月 当社監査役就任（現任）
 

(注)5 0

計 295

　（注）１．取締役斎藤甚太郎、小林　務は、社外取締役である。

２．監査役中瀬八郎は、社外監査役である。

３．平成28年６月23日開催の定時株主総会の終結の時から２年間。

４．平成27年６月24日開催の定時株主総会の終結の時から２年間。

５．平成25年６月25日開催の定時株主総会の終結の時から４年間。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

（１）会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況

　当社の経営の基本は株主重視であり、法令および内部規程類を遵守し、各役員が経営情報を共有することで経

営監視が有効に機能する運営を行っている。

　取締役会を月１回開催し重要案件について迅速・適切な意思決定を行っている。また、監査役は取締役会に出

席し意見を述べるとともに、業務の執行状況を十分把握のうえ業務監査を行っている。

　なお、当社は、適時開示を行い「会社だより」等を通じて株主に「開かれた、透明感のある企業」として認識

いただくよう努めている。

[会社組織図]

（２）監査役監査状況

　当社は監査役制度を採っている。監査役の員数は現在１名で、社外監査役であり、毎月１回開催される取締役

会に出席している。監査役は、コーポレート・ガバナンスの一翼を担う独立の機関であるとの認識の下、業務執

行の全般に亘って監査を実施している。

（３）会計監査の状況

　当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、鳥井達夫氏である。当社の会計監査業務に係る補助者は公認会

計士１名であり、審査担当者である公認会計士平尾徳一氏の審査を受けている。

（４）社外取締役及び社外監査役との関係

　会社と会社の社外取締役及び社外監査役との人的関係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係の概要

　当社と当社の社外取締役及び社外監査役との利害関係はありません。

（５）リスク管理体制

　当社は経営の健全性を確保するため、リスク管理方針を定め総務部をリスク管理部門として、予想されるリス

クの検討を行い、取締役会に対するリスク状況の報告・組織全体の意思決定への活用を通して、コンプライアン

ス・リスク管理体制の強化に努めている。

（６）役員報酬の内容

　当社の取締役及び監査役に支払った報酬の総額（年額）は15,600千円であり、その内容は、社内取締役（2

名）に対する報酬は、12,720千円であり、社外取締役（2名）に対する報酬は、2,160千円であり、監査役（1

名）に対する報酬は720千円である。

（７）取締役の定数

　当社の取締役は３名以上７名以内とする旨定款に定めている。

（８）取締役の選任及び解任の決議要件

　当社は、取締役の選任及び解任決議について、株主総会において、議決権を行使することができる株主の議決

権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めている。
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（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

2,400 － 2,400  

 

②【その他重要な報酬の内容】

　前事業年度及び当事業年度とも該当事項はない。

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

　前事業年度及び当事業年度とも該当事項はない。

④【監査報酬の決定方針】

　当社の監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針は、監査日数等を勘案したうえ定めている。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表の作成方法について

　当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和３８年大蔵省令第５９号。)に

基づいて作成してる。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度（平成27年４月１日より平成28年３月31日

まで）の財務諸表については、公認会計士鳥井達夫氏により監査を受けている。

 

３．連結財務諸表について

　当社は子会社がないため、連結財務諸表を作成していない。

４．財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について
　当社は、財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っている。具体的には、会計基準等の内容を適

切　 に把握し、又は会計基準等の変更について的確に対応することができる体制を整備するため、財務会計関連の

各種セミナーに参加している。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当事業年度

(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 79,894 56,405

売掛金 52,681 60,401

商品 3,727 3,429

貯蔵品 521 616

繰延税金資産 7,356 8,432

その他 7,090 11,842

流動資産合計 151,269 141,124

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 92,998 84,041

構築物（純額） 41,843 38,384

機械及び装置（純額） 4,064 5,112

車両運搬具（純額） 1,227 542

工具、器具及び備品（純額） 5,633 3,843

コース勘定 1,081,851 1,081,851

土地 1,319,045 1,319,045

少額資産 － －

リース資産（純額） 17,791 12,881

有形固定資産合計 2,564,452 2,545,699

無形固定資産   

借地権 32,815 32,815

電話加入権 377 377

ソフトウエア － －

リース資産 2,129 1,231

無形固定資産合計 35,321 34,423

投資その他の資産   

長期預け金 26 26

差入保証金 50 50

出資金 100 100

投資その他の資産合計 176 176

固定資産合計 2,599,949 2,580,298

資産合計 2,751,218 2,721,422
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成27年３月31日)
当事業年度

(平成28年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 288 1,565

1年内返済予定の長期借入金 33,250 33,250

リース債務 6,439 4,113

未払金 10,456 9,583

未払法人税等 3,965 4,222

未払消費税等 9,551 4,407

預り金 3,837 6,304

賞与引当金 7,011 7,593

ポイント引当金 14,830 17,439

その他 45 0

流動負債合計 89,672 88,476

固定負債   

長期借入金 898,000 864,750

リース債務 12,046 7,934

入会預り金 3,362,238 3,359,738

退職給付引当金 17,710 18,911

役員退職給与引当金 17,100 18,900

長期未払金 25,689 23,169

固定負債合計 4,332,783 4,293,402

負債合計 4,422,455 4,381,878

純資産の部   

株主資本   

資本金 30,000 30,000

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △1,701,236 △1,690,456

利益剰余金合計 △1,701,236 △1,690,456

株主資本合計 △1,671,236 △1,660,456

純資産合計 △1,671,236 △1,660,456

負債純資産合計 2,751,218 2,721,422
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成26年４月１日
　至　平成27年３月31日)

当事業年度
(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高   

営業収入 301,897 290,588

食堂売店収入 101,413 96,211

年会費収入 38,349 36,385

その他の収入 7,000 3,086

売上高合計 448,659 426,270

売上原価   

商品期首たな卸高 3,680 3,727

当期商品仕入高 39,197 36,424

合計 42,877 40,151

商品期末たな卸高 3,727 3,429

商品売上原価 39,150 36,722

売上総利益 409,509 389,548

販売費及び一般管理費   

広告宣伝費 1,131 1,250

競技費 5,723 2,942

役員報酬 16,640 15,600

給料及び手当 145,841 127,969

賞与 4,247 4,716

賞与引当金繰入額 7,011 7,593

ポイント引当金繰入額 1,730 2,609

退職給付費用 1,521 1,201

役員退職給付引当金繰入額 1,800 1,800

福利厚生費 24,522 21,192

ハウス管理費 16,965 17,163

コース管理費 23,248 24,083

水道光熱費 22,874 20,245

消耗品費 11,721 10,553

租税公課 10,145 8,136

減価償却費 26,362 22,082

不動産賃借料 4,208 3,637

その他 70,388 67,594

販売費及び一般管理費合計 396,077 360,365

営業利益 13,432 29,183

営業外収益   

受取利息 240 12

不動産賃貸料 230 120

その他 5,605 3,998

営業外収益合計 6,075 4,130
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成26年４月１日
　至　平成27年３月31日)

当事業年度
(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

営業外費用   

雑損失 1,053 16,608

営業外費用合計 1,053 16,608

経常利益 18,454 16,705

税引前当期純利益 18,454 16,705

法人税、住民税及び事業税 7,500 7,000

法人税等調整額 395 △1,075

当期純利益 10,559 10,780
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自平成26年４月１日　至平成27年３月31日）

    （単位：千円）

 株主資本

純資産合計 
資本金

利益剰余金
株主資本合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 30,000 △1,711,796 △1,681,796 △1,681,796

当期変動額     

当期純利益  10,559 10,559 10,559

当期変動額合計  10,559 10,559 10,559

当期末残高 30,000 △1,701,236 △1,671,236 △1,671,236

 

当事業年度（自平成27年４月１日　至平成28年３月31日）

    （単位：千円）

 株主資本

純資産合計 
資本金

利益剰余金
株主資本合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 30,000 △1,701,236 △1,671,236 △1,671,236

当期変動額     

当期純利益  10,780 10,780 10,780

当期変動額合計  10,780 10,780 10,780

当期末残高 30,000 △1,690,456 △1,660,456 △1,660,456
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成26年４月１日
　至　平成27年３月31日)

当事業年度
(自　平成27年４月１日
　至　平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

営業収入 449,249 419,797

商品の仕入れによる支出 △42,220 △37,444

人件費の支出 △196,448 △173,455

その他の営業支出 △161,940 △179,896

小計 48,641 29,001

受取利息配当金等受取額 239 12

法人税等の支払額 △7,291 △7,861

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,589 21,152

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △11,137 △8,870

その他投資の返還による収入 － －

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,137 △8,870

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △33,250 △33,250

長期未払金の返済による支出 △2,520 △2,520

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,770 △35,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,318 △23,488

現金及び現金同等物の期首残高 85,211 79,893

現金及び現金同等物の期末残高 79,893 56,405
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　当社は、当事業年度末において1,660,456千円の債務超過になっている。これにより、当社には継続企業の前

提に関する重要な疑義が存在している。

　当社は、第33期事業年度において、民事再生手続きが終結したが、今後も再生計画に従い再生計画を確実に実

行していく所存である。

　また、当社は、当該状況を解消すべく、営業面では、当社独自のオープンコンペ等積極的な営業施策を展開す

るとともに、サービスの向上に努め顧客満足度を高めることによって集客増を図るとともに、経費面では、より

キメの細かい管理により人件費を中心とした経費の削減及び合理的費消により、収益の向上を図る。

　上記の施策を進めることにより、経営基盤及び財務基盤の安定化に努める。しかしながら、これらの施策を講

じても、業績及び資金面での改善を図る上で重要な要素となる売上高の確保は外部要因に大きく依存することに

なるため計画通り進捗しない可能性もあり、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。

　財務諸表は継続企業を前提として作成しており、上記のような重要な疑義の影響を財務諸表には反映していな

い。
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（重要な会計方針）

１．たな卸資産の評価基準及び評価方法

商品…売価還元法による原価法

貯蔵品…最終仕入原価法による原価法

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産（リース資産除く）

　定額法によっている。

　なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の方法によっている。

(2）無形固定資産（リース資産除く）

　定額法によっている。

(3）リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

３．引当金の計上基準

(1）退職給付引当金

　従業員の退職金の支給に備えるため、当期末における退職給付債務の見込額に基づき計上している。

(2）賞与引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上している。

(3）役員退職給与引当金

　役員の退職慰労金の支給に備えるため、当社内規に基づく期末要支給見積額を計上している。

(4）ポイント引当金

　販売促進を目的とするポイント制度に基づき、顧客へ付与したポイントの利用に備えるため、当事業年度

末において将来利用されると見込まれる額を計上している。

４．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　キャッシュ・フロー計算書上の資金の範囲に含めた現金及び現金同等物は、手元現金、要求払預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から三ヶ月以内に償還期限及

び満期日の到来する短期的な投資からなる。

５．その他財務諸表作成のための重要な事項

(1）消費税等の会計処理

　税抜方式によっている。

 

（貸借対照表関係）

※１　担保に供している資産は下記の通りである。

　次の固定資産（簿価）について「借入金」の担保に供している。

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当事業年度

（平成28年３月31日）

土地 1,319,046千円 1,319,046千円

コース勘定 1,081,851 1,081,851

計 2,400,897 2,400,897

 

　担保債務は次のとおりである。

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当事業年度

（平成28年３月31日）

一年以内に返済予定の長期借入金 33,250千円 33,250千円

長期借入金 898,000 864,750

 

　※２　有形固定資産の減価償却累計額

前事業年度
（平成27年３月31日）

当事業年度
（平成28年３月31日）

980,883千円 990,876千円
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自平成26年４月１日　至平成27年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 60,959 － － 60,959

合計 60,959 － － 60,959

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はない。

３．配当に関する事項

　該当事項はない。

当事業年度（自平成27年４月１日　至平成28年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 60,959 － － 60,959

合計 60,959 － － 60,959

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　該当事項はない。

３．配当に関する事項

　該当事項はない。

（キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び預金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

当事業年度
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

現金及び預金勘定 79,894千円 56,405千円

現金及び現金同等物 79,894 56,405
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（リース取引関係）

１.ファイナンス・リース取引（借主側）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

①リース資産の内容

有形固定資産

カート車載システムを主としたＧＰＳゴルフ場管理システム、電磁誘導カート(10台）等である。

②リース資産の減価償却の方法

重要な会計方針「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりである。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用について短期的な預金等に限定していく方針である。

(2）金融商品の内容及びそのリスク

当社が保有する金融商品のうち、現金・預金及び営業債権である売掛金について、取引相手先はいずれも

信用度の高い銀行、信販会社あるいは預り入会金を有するゴルフ場会員であるため、相手方の債務不履行

による信用リスクは低いと判断している。

(3）金融商品に係る管理体制

①信用リスク

営業債権である売掛金については、経理部が主要な取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手

ごとに期日及び残高を管理するとともに財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握を図っている。

②市場リスクの管理

当社が保有する金融商品は、為替や金利等の変動リスクは少ない。

③流動性リスク

買掛金、長期借入金については、資本繰計画を作成し、流動性リスクを管理している。

 

２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりである。

　　　　前事業年度（平成27年３月31日）

 貸借対照表計上額 時　価(千円) 差　額(千円）

(1）現金及び預金 79,894 79,894 －

(2）売掛金 52,681 52,681 －

資産合計 132,575 132,575 －

(1）買掛金 288 288 －

(2）１年内返済予定の長期借入金 33,250 33,250 －

(3）未払法人税・未払消費税等 13,516 13,516 －

(4）長期借入金 898,000 898,000 －

負債合計 945,054 945,054 －

 

　　　　当事業年度（平成28年３月31日）

 貸借対照表計上額 時　価(千円) 差　額(千円）

(1）現金及び預金 56,405 56,405 －

(2）売掛金 60,401 60,401 －

資産合計 116,806 116,806 －

(1）買掛金 1,565 1,565 －

(2）１年内返済予定の長期借入金 33,250 33,250 －

(3）未払法人税・未払消費税等 8,629 8,629 －

(4）長期借入金 864,750 864,750 －

負債合計 908,194 908,194 －
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(注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

資産

(1）現金及び預金、(2）売掛金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっ

ている。

負債

(1）買掛金、(3）未払法人税・未払消費税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していることから、当該帳簿価額によっ

ている。

(2）１年内返済予定の長期借入金、(4）長期借入金

　借入金は民事再生計画による再生債務であり、金利は付されていないため当該帳簿価額によってい

る。

 

３．金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成27年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

 

現金及び預金 79,894 － － －  

売掛金 52,681 － － －  

合　　計 132,575 － － －  

 

当事業年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超５年以内
（千円）

５年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

 

現金及び預金 56,405 － － －  

売掛金 60,401 － － －  

合　　計 116,806 － － －  

 

４．長期借入金の決算後の返済予定額

前事業年度（平成27年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
(千円）

4年超５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 33,250 33,250 33,250 33,250 33,250 765,000

合　　計 33,250 33,250 33,250 33,250 33,250 765,000

 

当事業年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
(千円）

4年超５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 33,250 33,250 33,250 33,250 33,250 731,750

合　　計 33,250 33,250 33,250 33,250 33,250 731,750
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前事業年度（平成27年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 33,250 － － － － －

社債 － － － － － －

長期借入金 － 33,250 33,250 33,250 33,250 765,000

リース債務 6,439 4,113 3,294 2,320 2,319 －

       

合計 39,689 37,363 36,544 35,570 35,569 765,000

 

当事業年度（平成28年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

短期借入金 33,250 － － － － －

社債 － － － － － －

長期借入金 － 33,250 33,250 33,250 33,250 731,750

リース債務 4,113 3,294 2,320 2,320 － －

 － － － － － －

合計 37,363 36,544 35,570 35,570 33,250 731,750

 

（有価証券関係）

該当事項はない。

 

（デリバティブ取引）

当社はデリバティブ取引を利用していないため、該当事項はない。
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（退職給付関係）

前事業年度（自　平成26年４月１日　至　平成27年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は退職金規程に基づく退職一時金制度を採用している。

　なお、当社が有する退職一時金制度は簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算している。

２．退職給付制度

(1）簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　　　　 退職給付引当金の期首残高　　　　　　　　　16,189千円

　　　　　 退職給付費用                            1,521

　　　　　 退職給付の支払額                           －

　　　　　 制度への拠出額                             －

　　　　　 退職給付引当金の期末残高               17,710

(2）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の調整表

　　　　　 積立型制度の退職給付債務　　　　　　　　17,710千円

　　　　　 年金資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　 貸借対照表に計上された負債と資産の純額　17,710千円

　　　　　 退職給付引当金                         17,710

　　　　　 貸借対照表に計上された負債と資産の純額 17,710

(3）退職給付費用

　　　　 簡便法で計算した退職給付費用　　　　　　　 1,521千円

 

当事業年度（自　平成27年４月１日　至　平成28年３月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は退職金規程に基づく退職一時金制度を採用している。

　なお、当社が有する退職一時金制度は簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算している。

２．退職給付制度

(1）簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

　　　　 退職給付引当金の期首残高　　　　　　　　 17,710千円

          退職給付費用                           1,201

          退職給付の支払額　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　 制度への拠出額　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　 退職給付引当金の期末残高              18,911

(2）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金及び前払年金費用の調整表

　　　　　 積立型制度の退職給付債務　　　　　　 　18,911千円

　　　　　 年金資産                                 -

　　　　　 貸借対照表に計上された負債と資産の純額 18,911千円

　　　　　 退職給付引当金                        18,911

　　　　　 貸借対照表に計上された負債と資産の純額 18,911

(3）退職給付費用

　　　　 簡便法で計算した退職給付費用　　　　　　 1,201千円

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はない。
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（税効果会計関係）

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当事業年度

（平成28年３月31日）

１.繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原

因別の内訳
  

繰延税金資産 （千円） （千円）

賞与引当金 2,361 2,557

ポイント引当金 4,995 5,874

退職給付引当金限度超過額 5,965 6,369

役員退職給与引当金超過額 5,759 6,366

減価償却費超過額 168 168

繰延税金資産小計 19,248 21,334

評価性引当額 △11,892 △12,903

繰延税金資産合計 7,356 8,431

２.法定実効税率と税効果適用後の法人税等の負担

率との差異の原因となった主な項目別の内訳
（％） （％）

法定実効税率 33.7 33.2

（調整）   

交際費等永久に損金に算入されない項目 － －

評価性引当額 7.9 18.0

中小企業の軽減税率による影響 △6.3 △7.0

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 △3.2 △0.8

その他 10.7 △7.9

税効果会計適用後の法人税等の負担額 42.8 35.5

 

（注）法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正

　　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）「地方税法等の一部を改正する法律」(平成28年法律

第13号）が平成28年3月31日に公布され、平成28年4月1日以降に開始する事業年度から法人税率等の引下げ等が行われる

ことになった。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、平成28年4月1日に開始

する事業年度に解消が見込まれる一時差異については、従来の33.7％から33.2％になる。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は131千円減少し、法人税等調

整額が同額増加している。
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（持分法損益等）

　該当事項はない。

（企業結合等関係）

　該当事項はない。

 

（資産除去債務関係）

　該当事項はない。

 

（賃貸不動産関係）

　賃貸用不動産はない。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社は、ゴルフ場の運営事業の単一セグメントであるあため、記載を省略している。

 

【関連情報】

１．製品及びサービスごとの情報

　　ゴルフ場の運営事業の外部顧客へのサービスが損益計算書の90％を超えるため、記載を省略している。

 

２．地域ごとの情報

　(1）売上高

　　本邦の外部顧客への売上高に区分した金額が、損益計算書の売上高の90％を超えるため、地域ごとの売上

　高の記載を省略している。

 

　(2）有形固定資産

　　本邦に所在している有形固定資産の金額が、貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、地域

　ごとの有形固定資産を省略している。

 

３．主要な顧客ごとの情報

　　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がいないため、該当事項はな

　い。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　該当事項はない。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

　該当事項はない。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

　該当事項はない。
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【関連当事者情報】

　該当事項はない。

 

 

（１株当たり情報）

前事業年度
（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

当事業年度
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

 
１株当たり純資産額 △27,415円   74銭

１株当たり当期純利益 173円   21銭
 

 
１株当たり純資産額 △27,238円   90銭

１株当たり当期純利益 176円   84銭
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していない。

　（注）　１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前事業年度

（自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日）

当事業年度
（自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日）

当期純利益（千円） 10,559 10,780

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 10,559 10,780

期中平均株式数（千株） 61 61

 

（重要な後発事象）

　　　　　過去に実施した民事再生手続（大津地方裁判所平成12年（再)第7号）で認可された再生計画及び株式会社そ

ご　　　　う（現株式会社そごう・西武、なお、同債権は平成27年8月21日付で同社よりモルガン・スタンレー・クレ

ジット・プロダクツ・ジャパン株式会社に担保権付で譲渡されている。）との別除権協定に基づき、預託金の返還及び別

除権

協定に基づき弁済を行ってきましたが、今後、同弁済を実施していった場合、資金面で支障がでるおそれがあること、上

記の再生計画のもとでは、半永久的に預託金問題が解決しないおそれがあること、公正な手続きを経て選定されるスポン

サーの下でゴルフ場の立て直しを図ることが会員の利益にも適うことなどを鑑み、平成28年6月20日に会社更生手続を申

し立て、同日、弁済禁止の保全処分及び監督命令と調査命令が発令された。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　該当事項はない。
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 92,998   92,998 224,419 8,958 84,040

構築物 41,843   41,843 509,637 3,459 38,384

機械及び装置 4,063 2,430  6,493 54,068 1,381 5,112

車両運搬具 1,227   1,227 73,907 685 542

工具、器具及び備品 5,633   5,633 103,233 1,790 3,843

コース勘定 1,081,851   1,081,851   1,081,851

土地 1,319,046   1,319,045   1,319,045

少額資産        

リース資産 17,791   17,791 25,612 4,910 12,881

有形固定資産計 2,564,452 2,430  2,566,882 990,876 21,183 2,545,698

無形固定資産        

借地権 32,815   32,815   32,815

電話加入権 377   377   377

ソフトウェア        

リース資産 2,130   2,130 6,941  1,231

無形固定資産計 35,322   35,322  899 34,423

長期前払費用 － － － － － － －

繰延資産 － － － － － － －

 

【社債明細表】

　該当事項はない。

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金   － －

１年以内に返済予定の長期借入金 33,250 33,250 － 平成27年６月

１年以内に返済予定のリース債務 6,439 4,113 － 平成28年３月

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 898,000 864,750 －
平成28年６月～

平成54年６月

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 12,046 7,934 －
平成28年４月～

平成32年3月

その他有利子負債 － － － －

合計 949,735 910,047 － －

　（注）1.　長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）決算日後５年内における返済予定額は以下のとおりであ

る。

       2. 長期借入金の平均利率については、民事再生計画に基づき無利息となっている。

　　　　3. リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を定額法により各事業年度に配分し

ているため、記載はしていない。

 
１年超２年以内
（千円）

２年超３年以内
（千円）

３年超４年以内
（千円）

４年超５年以内
（千円）

長期借入金 33,250 33,250 33,250 33,250
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【引当金明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（目的使用）
（千円）

当期減少額
（その他）
（千円）

当期末残高
（千円）

賞与引当金 7,011 7,593 7,011 0 7,593

ポイント引当金 14,830 7,652 5,043 0 17,439

役員退職慰労引当金 17,100 1,800 0 0 18,900

 

【資産除去債務明細表】

　該当事項はない。

 

EDINET提出書類

株式会社滋賀ゴルフ倶楽部(E04725)

有価証券報告書

38/44



（２）【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 1,503

預金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

普通預金 14,891

定期預金 40,011

計 54,902

合計 56,405

 

②　売掛金

相手先 金額（千円）

ＪＣＢ 8,656

Ｄ　Ｃ 5,699

ＶＩＳＡ 2,575

未納年会費 41,749

その他 1,722

合計 60,401

 

売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（千)

当期発生高
（千円）

当期回収高
（千円）

当期末残高
（千円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)

 
(C)

×100
(A) ＋ (B)

 

 
 (A) ＋ (D) 

 ２  

 (B)  

 366  
 

52,681 256,668 248,948 60,401 80.5 80.6

　（注）　消費税等の会計処理は税抜方式を採用しているが、上記「当期発生高」には消費税等が含まれている。
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③　棚卸資産

商品

品名 金額（千円）

キャディーバック他 33

ゴルフクラブ他  

ゴルフシューズ他 87

帽子・手袋・レインウェアー他 289

ゴルフボール 366

レストラン材料 1,107

コース売店 597

たばこ 68

その他 882

合計 3,429

 

貯蔵品

品名 金額（千円）

肥料 他 148

キャディ制服等 468

合計 616

 

④　買掛金

相手先 金額（千円）

株式会社ダンロップスポーツ等 1,565

合計 1,565

 

⑤　入会預り金

品名 金額（千円）

普通預託金 2,778,809

特別預託金 580,929

合計 3,359,738

 

（３）【その他】

　該当事項はない。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 決算期後90日以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券　５株券　10株券　50株券　100株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 該当なし

株式の名義書換え  

取扱場所 滋賀県甲賀市水口町嶬峨1115の１　株式会社滋賀ゴルフ倶楽部総務部

株主名簿管理人 該当なし

取次所 該当なし

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当なし

株主名簿管理人 該当なし

取次所 該当なし

買取手数料 該当なし

公告掲載方法 官報

株主に対する特典 該当なし

　（注）　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要する。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社は、上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の７第１項の適用はありません。

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

（1）有価証券報告書及びその添付書類

　　　　　事業年度（第42期）（自　平成26年4月１日　至　平成27年3月31日）平成27年6月25日近畿財務局長に提出

 

（2）有価証券報告書の訂正報告書

　　事業年度（第41期)（自　平成25年4月１日　至　平成26年3月31日）平成26年12月5日近畿財務局長に提出

 

（3）半期報告書

(第43期中）（自　平成27年4月１日　至　平成27年9月30日）平成27年12月17日近畿財務局長に提出
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はない。
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独立監査人の監査報告書

 

   平成28年6月23日

株式会社　滋賀ゴルフ倶楽部    

 

 取締役会　御中  

 

    

 

   鳥井達夫公認会計士事務所

 

 公認会計士  鳥 井 達 夫　　　印

    

 

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式
会社滋賀ゴルフ倶楽部の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第43期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表に
ついて監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示
することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が
必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、我が
国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めて
いる。
　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私の判
断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査
の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状況に応
じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、
経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表の
表示を検討することが含まれる。
　私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社滋賀ゴル
フ倶楽部の平成28年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの
状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
強調事項
　継続企業の前提に関する事項に記載のとおり、会社は債務超過の状態にあり、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ
るような状況が存在しており，現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対す
る対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。財務諸表は継続企業を前提として
作成されており、このような重要な不確実性の影響は財務諸表に反映されていない。
　また、重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成28年6月20日に会社更生法の適用を申請した。
当該事項は、私の意見に影響を及ぼすものではない。
 
利害関係
　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
 

　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しておりま

す。

　ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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